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SPECIAL
特
集

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

Ｑ　

地
域
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

飛
谷
会
長　

町
の
人
口
が
約
三
千
人

と
激
減
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
①
超
少
子
高
齢
化
（
高
齢
化
率

48
％
）、
②
空
き
家
の
増
加
（
空
き

家
率
20
％
）、
③
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
、
④
有
害
鳥
獣
被
害
、
⑤
学
校
の

統
廃
合
、
⑥
過
疎
化
の
進
展
に
よ
る

限
界
集
落
化
の
懸
念
な
ど
で
30
年
後

の
総
人
口
は
わ
ず
か
400
人
と
の
予
測

も
あ
り
、
地
域
は
ま
さ
に
消
滅
の
危

機
に
直
面
。
持
続
可
能
な
地
域
の
維

持
に
向
け
て
の
取
組
み
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
後
任
と
し
て
対
策
の
陣
頭
指

揮
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
乃
美
地
域
セ
ン
タ
ー
長
の
爲
平
さ

ん
で
、
自
治
協
の
事
務
局
長
も
兼
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

具
体
的
な
活
動
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

爲
平
事
務
局
長　

自
治
協
の
従
来
の

行
事
の
み
継
承
す
る
だ
け
で
は
地
域

の
活
性
化
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
戦
略
と
強
い
施
策
実
現
の
意

思
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
私
達
の
居

住
す
る
乃
美
別
府
地
域
を
含
む
豊
栄

町
が
「
単
な
る
通
過
点
」
と
し
て
見

る
べ
き
も
の
が
何
も
な
い
と
い
う
内

外
の
評
価
に
対
し
て
、
①
地
域
の
宝

物
を
探
す
②
そ
の
宝
物
を
活
か
し
て

イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
③
参
加
者

に
一
分
で
も
長
く
滞
留
し
て
も
ら
い
、

一
円
で
も
多
く
お
金
を
地
域
に
落
と

し
て
も
ら
う
…
と
い
う
方
式
を
基
本

路
線
と
し
て
地
域
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

重森議員、景山議員が聴く

地域の活性化に取り組む
乃
の

美
み

別
べ

府
ふ

住民自治協議会
表紙写真／話をお聞きした皆さん

　東広島市内でも中山間地域では超少子高齢
化・過疎化が同時進行し、地域の維持が困難
となりつつあります。
　持続可能な地域の実現を目指し、さまざま
な取組みに挑戦している豊栄町の乃美別府住
民自治協議会の飛谷会長、爲平事務局長に活
動内容を伺いました。

乃美別府住民自治協議会

会長　飛
とび
谷
たに
　義榮さん

乃美別府住民自治協議会
事務局長　爲

ため
平
ひら
　邦彦さん

プロフィール

表紙写真／話をお聞きした皆さん
前列　永岡文雄さん（左）　津島久利さん（右）
後列　川本　泉さん（左）　浅井裕行さん（中）　常田武則さん（右）
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①
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
、
標
高
757
ｍ

の
板い
た
鍋な
べ
や
ま山
を
活
用
し
た
広
島
県
内
初

の
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
②
戦

国
武
将
乃
美
氏
三
代
が
居
城
し
た
山

城
で
あ
る
「
茶
臼
山
城
跡
」
の
復
元

③
毛
利
元
就
継
室
「
乃
美
大
方
伝
承

館
」
の
設
立
な
ど
、
地
域
の
人
達
が

思
い
も
か
け
な
か
っ
た
こ
と
に
果
敢

に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

自
治
協
の
役
員
や
有
志
の
方
々
の
協

力
、
そ
し
て
何
と
い
っ
て
も
地
域
の

皆
様
の
理
解
と
支
援
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
実
現
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
〝
水
源
の
町　

豊
栄
〞
に

生
息
す
る
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
の
保
護
施
設
が
乃
美
地
域
セ

ン
タ
ー
内
に
『
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
宿
』
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
「
地
域
に
眠

る
資
源
を
発
掘
し
、
地
域
全
体
を
博

物
館
と
す
る『
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・

イ
ン
・
乃
美
の
里
』
が
形
成
」
さ
れ
、

乃
美
を
起
点
と
し
て
豊
栄
町
全
体
の

観
光
客
も
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
豊
栄
が
面
白
い
と
い
う
声
も
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

Ｑ　

今
後
、
重
視
す
る
こ
と
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

飛
谷
会
長　

何
と
い
っ
て
も
空
き
家

対
策
が
一
番
で
す
。
実
は
私
も
移
住

者
で
す
が
、
豊
栄
は
空
気
・
水
・
米

な
ど
と
て
も
お
い
し
い
所
で
す
。
こ

こ
数
年
で
10
世
帯
近
い
移
住
者
を
迎

え
て
い
ま
す
が
、
町
内
の
各
自
治
協

と
連
携
し
て
「
空
き
家
情
報
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
」
を
図
り
、
一
人
で
も

多
く
の
転
入
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
地
域
の
持
続
に
直
結
し
ま
す
。

爲
平
事
務
局
長　

こ
れ
ま
で
紹
介
し

た
取
組
み
に
は
、地
元
に
あ
る
広
島
県

立
賀
茂
北
高
校
の
地
域
貢
献
の
視
点

に
立
っ
た
連
携・
協
力
関
係
が
あ
り
ま

し
た
。板
鍋
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は

学
校
行
事
に
位
置
づ
け
ら
れ
、選
手
以

外
の
生
徒
さ
ん
は
役
員
と
し
て
大
会

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。茶
臼
山
城
跡
整

備
に
も
総
合
的
学
習
で
学
年
単
位
で

協
力
。ま
た
地
域
の
行
事
で
も
最
近
は

神
楽
部
な
ど
が
出
演
し
て
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。生
徒
数
激

減
の
な
か
統
廃
合
の
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
が
、存
続
に
向
け
て
行
政
か

ら
の
支
援
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

①　取材風景
②　板鍋山登山マラソン
③　豊栄をPRする小冊子
④　地域の宝物
　　「オオサンショウウオ」
⑤　ふるさと歴史ウォーキング

❶

❷

❸

❹ ❺
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令和４年第１回定例会　議案の概要

第１回定例会
（会期：令和４年２月14日～３月22日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…12件　●予算案…26件　●同意案…27件　●諮問…10件
●その他…９件　●請願…１件　●議員提出議案…１件　●議長発議…２件
（●全会一致可決…81件　●賛成多数可決…６件　不採択…１件）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創生会 創志会 市民クラブ 公明党 令和会
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員名

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

大
下　

博
隆

重
光　

秋
治

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

落
海　

直
哉

鈴
木　

利
宏

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

竹
川　

秀
明

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

石
原　

賢
治

議案第45号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第50号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第59号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第63号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第68号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第80号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ 議

請願第1号 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × 欠 × × 欠 × × × ○ × × 議

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

【表決が分かれた議案名】
議案第45号　職員の給与に関する条例の一部改正について
議案第50号　東広島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について
議案第59号　令和３年度東広島市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
議案第63号　令和４年度東広島市一般会計予算
議案第68号　令和４年度東広島市後期高齢者医療特別会計予算
議案第80号　令和４年度東広島市水道事業会計予算
請願第１号　高齢者のための東広島市補聴器購入費用助成制度の実施と国に保険適用を求める請願書

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。
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令和４年第１回定例会　議案の概要

　
「
や
さ
し
い
未
来
都
市
東
広
島
」
の
実
現
を
目
指
し
た
施

策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
施
策
の
2
本
柱

と
さ
れ
て
い
る
「
※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
「
※

Ｄ
Ｘ
」
を
基
盤
と

し
、
自
然
と
都
市
環
境
が
共
存
し
、
魅
力
あ
る
仕
事
に
あ
ふ

れ
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
、
市
民
誰
も
が
誇
り
を
持

て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
社
会
課
題

の
解
決
や
経
済
発
展
の
手
段
と
し
て
、
先
端
技
術
を
積
極
的

に
活
用
し
、
市
民
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
目

指
し
て
編
成
さ
れ
た
総
額
951
億
8
千
万
円
（
前
年
度
比
7.0
％

増
）
の
一
般
会
計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
63
号
〉

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

令和４年度一般会計予算  総額951.8億円
　「第五次東広島市総合計画」に掲げる６つの重点施策（一部抜粋）
　１　命と暮らしを守る体制の整備
　　災害死ゼロを目指した防災対策 16.9億円
　　感染症を踏まえた医療体制の整備 13.3億円
　２　仕事と生活価値を創造する基盤づくり
　　Hi-Bizの強化による中小企業者の活性化 2.3億円
　　成長産業が集まり、新たな企業立地と投資の促進 19.1億円
　　農業の生産性向上と観光の融合による豊かな農村生活の実現
 3.4億円
　３　誰ひとり取り残さない多様性と調和社会の実現
　　安心して子どもを産み育てられるまちづくり 12.6億円
　　次の時代を見据えた地域共生社会の実現 6.5億円
　　国際色豊かなまちの形成 0.1億円
　４　多彩な地域の特徴を生かしたまちづくり
　　地域別計画の推進による地域の誇りの創出 10.8億円
　　希望ある未来へ挑戦するプロジェクトの展開 3.6億円
　　  （※Town＆Gown構想、スマートシティ構想、生活デザイン・
工学研究所構想）

　５　時代を担う子どもを育てる教育・保育の推進
　　学校支援センター、未来を担うこどもの育ちサポートの創設
 0.3億円
　　個別最適な学びとGIGAスクールの発展 9.4億円
　６　持続可能な次世代環境都市の構築
　　脱炭素化の推進 0.7億円
　　豊かな自然環境の保全と活用 0.3億円
　　ごみの減量化プロジェクトの推進 0.9億円

一般会計予算全体から関連予算を抽出
　新型コロナウイルス感染症対策関連分 14.0億円
　生活関連事業の加速化 179.9億円
　SDGs未来都市の実現 60.3億円
　DXの活用 12.6億円

本
会
議
で
の
討
論

　

  　
　

令
和
4
年
度
予
算
に
求

め
ら
れ
る
課
題
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
か
ら
市
民
の
命
を

守
る
こ
と
で
あ
り
、
子
ど

も
・
障
害
者
・
高
齢
者
に
対

す
る
補
助
制
度
の
創
設
・
拡

充
を
す
べ
き
で
あ
る
。
非
正

規
職
員
の
正
規
化
も
計
画
し

な
が
ら
、
着
実
に
雇
用
を
守

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
市

の
直
営
施
設
の
民
営
化
に
よ

り
、
市
民
の
声
が
届
き
に
く

く
な
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　

  　
　
『
命
と
暮
ら
し
を
守
る

体
制
の
整
備
』
を
は
じ
め
と

し
た
6
つ
の
重
点
施
策
等
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
第
五
次

東
広
島
市
総
合
計
画
を
確
実

に
遂
行
す
る
予
算
と
な
っ
て

い
る
。『
新
し
い
時
代
を
リ
ー

ド
す
る
や
さ
し
い
未
来
都

市
』
の
実
現
に
向
け
た
予
算

と
な
っ
て
い
る
と
考
え
、
賛

成
す
る
。

反
対

賛
成

※ＳＤＧｓ　　  2015年９月の国連サミットで採択された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のこと。17の
ゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っている。

　ＤＸ　　  デジタルトランスフォーメーションの略。進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をあらゆる面でより良い
方向に変化させること。

　Town＆Gown　　  欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）とが一体となっ
たまちづくりを目指すため、広島大学と東広島市が連携を図りながら、持続可能で魅力的
なまちづくりを進める取組み。
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令和４年第１回定例会　議案の概要

○
策
定
の
理
由

　

環
境
を
守
り
、
育
み
、
後
世
に
継
承

す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
環
境
を
め
ぐ

る
社
会
情
勢
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

掲
げ
る
将
来
像
を
計
画
的
に
実
現
す
る

た
め
、
本
市
に
お
け
る
環
境
の
総
合
的

な
指
針
と
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。

○
計
画
期
間

　

令
和
4
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
ま
で

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

令
和
3
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
24
日

に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

て
、
23
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、一
部
、

意
見
を
計
画
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

第
2
次
東
広
島
市
環
境
基
本
計
画
全

文
は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
く
だ

さ
い
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
法
が

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で

受
け
身
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
重

要
な
取
組
み
に
関
し
て
は
、
逆
に

打
っ
て
出
る
と
い
う
手
法
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

Ａ 　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
す
る
中
、ヒ
ア
リ
ン
グ
、グ
ル
ー

プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
小
規
模
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
て
き
た
。
ヒ
ア

リ
ン
グ
は
63
回
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
4
回
実
施
し
、
延
べ
81
名

の
方
の
意
見
を
伺
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
と
し
て
受
け
入
れ
た
外
国

人
留
学
生
の
意
見
も
聞
い
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

Ｑ 　

計
画
に
つ
い
て
、
今
後
、
他
部
局

と
の
調
整
な
ど
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

他
部
局
と
調
整
し
て
進
め
て
き
た
の

か
。
そ
れ
と
も
、
他
部
局
と
の
す
り

合
わ
せ
は
、
今
後
、
そ
の
都
度
行
う

の
か
。

Ａ 　

他
部
局
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
個

別
の
計
画
と
す
り
合
わ
せ
を
し
な
が

ら
進
め
て
き
た
。
市
の
総
合
計
画
に

基
づ
く
計
画
で
あ
り
、
特
に
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
並
行
し
て

進
め
て
き
た
。

Ｑ 　

産
業
部
が
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進

計
画
を
立
て
て
い
る
が
、
生
活
環
境

部
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て

い
く
の
か
。

Ａ 　

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
の
中

で
、
安
芸
津
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
屋
内
プ
ー
ル
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
目
指
し
て
い
た

が
、
国
か
ら
の
補
助
金
の
採
択
が
難

し
く
な
っ
た
こ
と
、
材
料
と
な
る
木

質
チ
ッ
プ
の
供
給
体
制
の
問
題
が
あ

り
、
事
業
の
実
現
性
が
少
し
乏
し
く

な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
保
留
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

  　

ま
た
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
課

題
で
あ
っ
た
が
、
今
の
国
の
補
助
金

制
度
に
脱
炭
素
化
に
向
け
た
新
し
い

メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
る
見
込
み
が
あ
る

の
で
、
事
業
の
実
現
化
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〈
議
案
第
38
号
〉

第
2
次
東
広
島
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
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令和４年第１回定例会　議案の概要

○
改
正
の
要
旨

　

  

水
道
事
業
の
経
営
状
況
を
踏
ま
え
、

適
正
な
水
道
料
金
と
す
る
た
め
、
基

本
料
金
の
額
を
表
の
と
お
り
減
額
改

定
し
ま
す
（
専
用
水
道
等
は
家
事

用
・
業
務
用
の
み
）。

○
施
行
期
日

　

令
和
4
年
4
月
1
日

○
改
定
に
至
る
経
緯

　

・ 

現
在
の
水
道
料
金
は
、
平
成
18
年

度
及
び
平
成
19
年
度
決
算
で
純
損

失
（
赤
字
）
が
生
じ
、
そ
の
後
の

経
営
が
困
難
と
の
見
通
し
か
ら
、

平
成
21
年
度
に
13
・
8
％
の
増
額

改
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

・ 

10
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、
広
島

県
用
水
の
受
水
費
が
想
定
よ
り
も

低
か
っ
た
こ
と
や
、
建
設
投
資
の

実
績
が
計
画
よ
り
も
減
少
し
、
減

価
償
却
費
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
大
き
な
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

・ 

単
年
度
損
益
は
、
毎
年
、
約
6
〜

7
億
円
の
黒
字
で
推
移
し
、
資
金

残
高
も
年
々
増
加
し
、
水
道
料
金

の
設
定
と
損
益
や
資
金
残
高
の
バ

ラ
ン
ス
に
課
題
が
生
じ
て
お
り
、

再
度
、
水
道
料
金
の
設
定
の
あ
り

方
、
料
金
改
定
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

基
本
方
針
と
し
て
「
10
年
程
度
の

期
間
を
目
途
に
新
料
金
へ
改
定
す
る
。

（
5
年
度
ご
と
に
検
証
）」
と
あ
る
が
、

今
ま
で
も
5
年
ご
と
に
検
証
は
行
っ

て
き
て
い
た
の
か
。

Ａ 　

水
道
法
施
行
規
則
で
、
水
道
料
金

は
お
お
む
ね
3
年
を
通
じ
財
政
の
均

等
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
定

さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
公
益

社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
が
作
成
し

た
水
道
料
金
の
算
定
要
領
に
は
、
料

金
算
定
期
間
は
「
お
お
む
ね
将
来
3

年
か
ら
5
年
を
基
準
と
す
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。

　

  　

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
21
年
の

改
定
の
5
年
後
で
あ
る
平
成
26
年
に

検
討
を
行
っ
た
が
、
そ
の
時
点
で
純

利
益
が
約
4
億
円
、
現
金
預
金
も
40

億
円
程
度
で
あ
り
、
そ
の
後
に
建
設

改
良
事
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
料
金
改
定
は
実
施
し
な

か
っ
た
。

Ｑ 　

現
状
が
10
億
円
程
度
の
管
路
更
新

工
事
事
業
費
を
20
億
円
程
度
に
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で

も
や
る
と
言
っ
て
、
で
き
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、
ま
た
黒

字
が
拡
大
す
る
。
改
定
の
仕
方
が
甘

い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ 　

過
去
の
改
定
時
に
積
算
が
甘
か
っ

た
。
20
億
円
程
度
の
事
業
を
実
施
し

な
い
と
管
路
更
新
が
十
分
に
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
た
め
、
債
務
負
担
、

繰
越
し
、
ロ
ッ
ト
な
ど
を
工
夫
し
な

が
ら
、
こ
の
事
業
費
を
執
行
し
て
い

き
た
い
。

〈
議
案
第
51
号
〉

東
広
島
市
専
用
水
道
等
の
設
置
及
び
給
水
に
関
す
る
条
例
及
び

〈
議
案
第
55
号
〉

東
広
島
市
水
道
給
水
条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た

区分 基本水量
基本料金（１か月につき）

現行 改正

家事用 １０立方メートルまで １,７３９円 １,５８０円

業務用 １０立方メートルまで １,７３９円 １,５８０円

工場用 ５０立方メートルまで １３,１７９円 １１,９７３円

臨時用 １０立方メートルまで ７,７２０円 ７,０１３円
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ロシア連邦のウクライナ侵攻を非難する決議
　去る２月24日、国際社会の度重なる警告にもかかわらず、ロシ
ア連邦はウクライナへの軍事侵攻を開始した。
　ロシア軍は、ウクライナ東部のみならず、首都キエフをはじめ、
ウクライナ全土への軍事侵攻を行っている。
　これは、力による一方的な現状変更の試みであり、ウクライナ
の主権と領土の一体性を侵害する明白な国際連合憲章違反である。
　また、その渦中において、プーチン大統領は、核兵器使用を示
唆する発言を行うなど、その一連の行為は、唯一の戦争被爆国で
あり、核兵器廃絶と恒久平和を求め、平和・非核兵器都市を宣言
している本市として、決して容認できるものではない。
　よって、本市議会は、国際秩序への挑戦ともいえる今回のロシ
ア連邦による軍事的暴挙に対し、抗議と非難の意を強く表明する
と同時に、即時の戦闘停止とロシア軍のウクライナからの完全撤
退を強く求めるものである。
　また、政府においては、ウクライナ在留邦人の安全確保に全力
を尽くすとともに、当該侵攻の平和的解決に向けて、ロシア連邦
をはじめとした関係国政府に対して、国際社会と連携し、迅速か
つ厳格な対応を行うよう強く求める。
　以上、決議する。

令和４年第１回定例会　議案の概要

○
改
正
の
理
由

　

  　

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
及
び

介
護
納
付
金
課
税
額
に
係
る
税
率
等

の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
税

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
新

た
に
未
就
学
児
に
つ
き
算
定
す
る
被

保
険
者
均
等
割
額
の
減
額
措
置
を
講

じ
る
も
の
で
す
。

○
改
正
の
内
容

　

  　

国
民
健
康
保
険
が
平
成
30
年
度
か

ら
県
単
位
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

国
保
財
政
運
営
の
責
任
主
体
で
あ
る

広
島
県
が
市
町
ご
と
に
提
示
す
る
市

町
村
標
準
保
険
税
率
に
基
づ
き
、
各

市
町
は
税
率
を
設
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

  　

こ
の
度
、
県
か
ら
提
示
さ
れ
た
市

町
村
標
準
保
険
税
率
を
国
民
健
康
保

険
税
条
例
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
が
、
県
が
示
す
市
町
村
標

準
税
率
で
は
被
保
険
者
数
が
多
い
世

帯
の
負
担
が
重
く
な
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
、
市
独
自
の

激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
基
礎
課
税

額
の
均
等
割
額
は
引
き
上
げ
を
行
わ

ず
、
現
状
維
持
と
す
る
も
の
で
す
。

○
施
行
期
日　

令
和
4
年
4
月
1
日

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

平
等
割
額
が
課
さ
れ
る
と
、
そ
の

分
負
担
が
重
く
な
る
。
国
民
健
康
保

険
は
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
受
け

止
め
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

Ａ 　

平
等
割
を
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り

不
足
す
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
所
得
割
額
や
均
等
割
額
を
増
額

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
影
響
も
計

り
知
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
本
市

独
自
で
の
平
等
割
の
廃
止
は
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
議
案
第
52
号
〉

東
広
島
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
を

改
正
し
ま
し
た

〈
議
員
提
出
議
案
第
1
号
〉

ロ
シ
ア
連
邦
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を

非
難
す
る
決
議
を
行
い
ま
し
た

　

令
和
4
年
2
月
24
日
に
発
生
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
に
対
し
て
、
3
月
2
日
、
非
難
す
る
決
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
東
広

島
市
長
及
び
東
広
島
市
議
会
議
長
の
連
名
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
、
ガ
ル
ー
ジ
ン
駐

日
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
宛
に
抗
議
文
を
送
付
し
ま
し
た
。
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令和４年第１回定例会　議案の概要

○
改
正
の
理
由

　

  　

消
防
団
員
数
が
毎
年
減
少
す
る
一

方
で
、
消
防
団
員
の
活
動
が
複
雑
・

多
様
化
し
、
消
防
団
員
の
負
担
が
重

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

  　

そ
の
た
め
、
消
防
団
員
の
処
遇
の

改
善
を
図
る
た
め
、
報
酬
及
び
費
用

弁
償
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。

○
改
正
の
内
容

　

・ 

年
額
報
酬
の
額
を
次
の
と
お
り
改

定
し
ま
す
。

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

年
額
報
酬
は
幹
部
が
下
が
っ
て
、

団
員
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
消
防
団

の
幹
部
と
協
議
し
た
の
か
。

Ａ 　

消
防
団
幹
部
に
は
既
に
了
解
い
た

だ
い
て
い
る
。

Ｑ 　

改
定
後
の
年
額
報
酬
は
、
全
国
的

に
見
て
低
い
の
か
、
そ
れ
と
も
高
い

の
か
。

Ａ 　

昨
年
、
消
防
庁
か
ら
基
準
と
し
て

発
出
さ
れ
た
金
額
で
あ
り
、
広
島
県
内

で
は
最
も
高
い
水
準
の
金
額
で
あ
る
。

Ｑ 　

消
防
団
員
へ
の
支
給
総
額
は
ど
う

な
る
の
か
。

Ａ 　

令
和
3
年
度
の
当
初
予
算
と
比
較

す
る
と
、
年
額
報
酬
で
2
1
2
0
万

円
余
の
増
額
と
な
る
。

　

・ 

水
火
災
、
警
戒
及
び
訓
練
の
職
務

に
従
事
し
た
消
防
団
員
に
支
給
す

る
費
用
弁
償
を
廃
止
し
、
新
た
に

出
動
報
酬
を
次
の
と
お
り
定
め
ま

す
。

○
施
行
期
日　

令
和
4
年
4
月
1
日

〈
議
案
第
53
号
〉

東
広
島
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
を
改
正
し
ま
し
た

　

令
和
4
年
1
月
30
日
に
執
行
さ
れ

た
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
当
選
さ

れ
た
大
下
博
隆
議
員
、
落
海
直
哉
議

員
の
紹
介
を
し
ま
す
。

議
員
紹
介

落
おちうみ

海　直
なおや

哉
（会派：市民クラブ）
総務委員会委員・広報
広聴委員会委員に選任
されました。

大
おおした

下　博
ひろたか

隆
（会派：清新の会）
建設委員会委員に選任
されました。

　

令
和
4
年
3
月
31
日
、
竹
川
秀
明

議
員
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。 竹 

川 

秀 

明 

議 

員

逝
去
の
お
知
ら
せ

竹川議員は、副議長、
総務常任委員会委員長、
決算特別委員会委員長
などを歴任され、本市
の発展に多大なる貢献
をされました。

（年額）

階　級 現　行 改　正
団長 １３２,０００円 ８２,５００円
副団長 ８１,０００円 ６９,０００円
分団長 ５１,０００円 ５０,５００円
副分団長 ３９,０００円 ４５,５００円
部長 ３０,０００円 ３９,０００円
班長 ２３,０００円 ３７,０００円
団員 ２２,０００円 ３６,５００円

出動の区分 出動報酬の額

災害による出動、災害が発
生し、又は発生するおそれ
がある場合における警戒の
ための出動、  行方不明者の
捜索のための出動その他こ
れらに準ずるものとして団
長が定める出動

１日につき８,０００円 
（活動時間が４時間 
未満の場合にあっては、  
４,０００円）

上記以外の出動 １日につき３,０００円
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代 表 質 問

※ＳＤＧｓ　　  ５ページをご参照ください。
　流域治水　　  河川管理者が主体となって行う治水対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、そ

の河川流域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる治水対策のこと。

市
長
の
公
約
に
込
め
た

思
い

質　

問

　

二
期
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
一
期

目
で
ま
か
れ
た
種
に
、
花
を
咲
か
せ
実

に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
公
約
に
込
め

た
思
い
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

私
の
一
期
目
の
任
期
の
4
年
間
で
は
、

本
市
の
2030
年
の
目
指
す
姿
と
施
策
を
定

め
た
「
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、「
未
来
に
挑
戦
す
る
自
然

豊
か
な
国
際
学
術
研
究
都
市
」
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。

　

二
期
目
で
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
※
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
理
念
を
持
っ
て
、
先
端
技

術
を
最
大
限
活
用
す
る
「
世
界
に
貢
献

す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
の
ま
ち
」

と
、
豊
か
な
自
然
と
共
に
快
適
に
生
活

で
き
る
「
暮
ら
し
輝
き
笑
顔
あ
ふ
れ
る

生
活
価
値
創
造
の
ま
ち
」
の
2
つ
の
方

向
性
を
目
指
す
こ
と
で
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
「
新
し
い
時
代
を
リ
ー
ド
す
る

『
や
さ
し
い
未
来
都
市
』
の
実
現
」
を

図
る
。

　

こ
の
よ
う
な
想
い
か
ら
、
災
害
や
感

染
症
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
「
命
と
暮

ら
し
を
守
る
体
制
の
整
備
」
な
ど
、
と

り
わ
け
注
視
す
べ
き
6
つ
の
施
策
に
重

点
的
に
取
り
組
む
。

命
と
暮
ら
し
を
守
る

体
制
の
整
備

質　

問

　

①
浸
水
被
害
が
頻
発
す
る
河
川
の

※
流
域
治
水
の
今
後
の
施
策
を
問
う
。

　

②
災
害
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
の
市

民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
課
題
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

藤
野
危
機
管
理
担
当
理
事

　

①
流
域
治
水
と
し
て
調
整
池
整
備
や

廃
止
た
め
池
の
貯
留
機
能
の
活
用
を
進

め
、
現
在
着
手
し
て
い
る
黒
瀬
川
上
流

域
や
安
芸
津
町
三
津
地
区
に
お
い
て
、

令
和
7
年
度
ま
で
集
中
的
に
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て
も
調
査
検
討

を
加
速
す
る
。

　

②
市
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
利
用
者

か
ら
「
欲
し
い
情
報
が
来
た
こ
と
に
気

付
き
に
く
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
令

和
4
年
度
に
、
自
分
が
受
け
取
り
た
い

分
野
の
情
報
を
選
択
で
き
る
機
能
を
強

化
す
る
。

農
林
水
産
業
の
活
性
化

質　

問

　

①
農
林
水
産
業
の
担
い
手
確
保
を
支

援
す
る
有
効
な
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

　

②
農
林
水
産
物
の
販
路
拡
大
の
た
め

の
施
策
を
問
う
。

　

③
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
の
条
件
整

備
の
た
め
の
施
策
を
問
う
。

　

④
県
内
の
Ｊ
Ａ
の
合
併
に
係
る
本
市

の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

①
小
規
模
農
家
の
担
い
手
確
保
の
た

め
に
、
令
和
4
年
度
か
ら
、
後
継
者
に

引
き
継
い
だ
場
合
や
地
域
全
体
で
担
い

手
対
策
を
行
う
場
合
に
農
業
用
施
設
や

休
憩
施
設
等
の
支
援
を
行
う
。

　

②
販
路
拡
大
の
た
め
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
作
る
こ
と
を
目
的
に
「
東
広
島
マ
イ

ス
タ
ー
」
と
い
う
認
証
制
度
を
設
け
、

「
道
の
駅
湖
畔
の
里
福
富
」
及
び
今
年

7
月
に
開
業
予
定
の
「
道
の
駅
西
条
の

ん
太
の
酒
蔵
」
を
市
内
農
水
産
品
の
販

路
の
拠
点
と
す
る
。

　

③
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
等
の
課
題

解
決
の
た
め
、
農
業
と
先
端
技
術
を
か

け
合
わ
せ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
・

促
進
に
よ
り
、
生
産
体
制
の
強
化
に
取

貞
さだいわ

岩　敬
たかし

（清新の会）

質問した項目
■新しい時代をリードするやさ
しい未来都市の実現について

■「誰一人として取り残さない」
市政の実現について

■課題山積のDX戦略について

代表質問の
動画はコチラ

会派所属議員
北林　光昭
重森佳代子
重光　秋治
池田　隆興

貞岩　敬
大下　博隆
乗越　耕司

道の駅西条のん太の酒蔵

※令和４年４月現在
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り
組
ん
で
お
り
、
条
件
整
備
と
し
て
、

知
識
や
技
術
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
購
入
費
用
に
対

す
る
支
援
等
を
推
進
し
て
い
く
。

　

④
Ｊ
Ａ
合
併
で
全
国
3
番
目
に
多
い

組
合
員
数
の
大
型
組
織
が
、
農
業
者
の

所
得
向
上
と
地
域
農
業
の
振
興
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
当
面
は
、

こ
れ
ま
で
の
各
Ｊ
Ａ
の
本
所
の
機
能
を

地
域
本
部
と
し
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
施
策
展
開
へ
の
影
響
は
少
な
い
も

の
と
考
え
る
が
、
地
域
性
の
確
保
や
農

業
者
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
Ｊ
Ａ
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

時
代
を
担
う
子
ど
も
を
育

て
る
教
育
・
保
育
の
推
進

質　

問

　

令
和
4
年
度
新
設
の
学
校
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
「
未
来
を
担
う
こ
ど
も
の
育

ち
サ
ポ
ー
ト
」
の
具
体
的
計
画
を
問
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　
　
　
　

片
岡
こ
ど
も
未
来
部
長

　

学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
は
特
に
採
用
5

年
目
を
迎
え
た
若
手
の
教
員
を
対
象
に
、

悩
み
や
課
題
意
識
に
応
じ
る
形
で
伴
走

型
の
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
「
未
来
を
担
う
こ
ど
も
の
育
ち
サ

ポ
ー
ト
」
は
市
と
広
島
大
学
が
共
同
で

立
ち
上
げ
、
研
究
者
が
保
育
現
場
に
出

向
い
て
実
地
指
導
を
行
う
。

※
Ｄ
Ｘ
推
進
の
課
題
と

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備

質　

問

　

本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
に
お
け
る
人

材
確
保
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
計

画
の
具
体
を
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

Ｄ
Ｘ
推
進
に
当
た
っ
て
は
専
門
的
な

外
部
人
材
を
登
用
し
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
諸
課
題
に
取
り
組
む
と

と
も
に
組
織
内
の
人
材
育
成
を
図
る
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
未
整
備
地
域
の
解
消

が
令
和
3
年
度
で
完
了
の
見
込
み
で
、

有
線
通
信
網
は
整
備
さ
れ
る
が
、
無
線

通
信
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
一
部
の
事

業
者
で
圏
外
と
な
る
場
所
が
あ
り
、
中

山
間
地
域
の
5
Ｇ
基
地
局
整
備
等
を
総

務
省
に
対
し
強
力
に
働
き
か
け
る
。

安
全
安
心
な
道
路
交
通
網

に
つ
い
て
問
う

質　

問

　

生
活
道
路
に
お
け
る
通
行
の
安
全
性

や
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
緊
急
自

動
車
な
ど
の
通
行
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、

児
童
生
徒
の
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て
、

道
路
環
境
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

通
学
路
と
な
る
歩
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
た
通
学

路
改
善
要
望
箇
所
の
う
ち
、
改
良
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
路
線
を
、「
東
広
島

市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

位
置
付
け
、
市
道
整
備
や
交
通
安
全
施

設
整
備
の
各
事
業
に
お
い
て
、
歩
道
の

整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
元
住
民
自
治
協
議
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
通
学
路
以
外
の
歩
道
整
備

や
局
所
改
良
要
望
箇
所
に
つ
い
て
も
、

現
地
の
状
況
を
調
査
し
、
改
良
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
路
線
は
、
同
様
に
整
備

を
実
施
し
て
い
る
。

交
通
網
の
充
実
と
経
済
効
果

に
つ
い
て
問
う

質　

問

　

東
広
島
・
安
芸
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に

よ
り
、
物
流
の
時
間
短
縮
で
本
市
の
産

業
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
広
島
県
の
基
幹
関
連
産
業

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
。

開
通
し
た
際
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
認

識
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

安
芸
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
バ
イ

パ
ス
へ
の
交
通
流
入
に
よ
り
周
辺
道
路

の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、
定
時
性
が
向
上

代 表 質 問

牧
ま き お

尾　良
りょうじ

二
（創生会）

質問した項目
■２期目の高垣市政について

代表質問の
動画はコチラ

会派所属議員
坪井　浩一
岩崎　和仁
牧尾　良二

片山　貴志
山下　守

※令和４年４月現在

※ＤＸ　　  ５ページをご参照ください。
　ＩＣＴ　　  情報通信技術。パソコンだけでなくスマートフォンやスマートスピーカーなど、様々な形状のコンピューターを使った情報処理や通信技術の総称。
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す
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
が
減
少
す

る
と
予
想
さ
れ
、
道
路
の
供
用
開
始
か

ら
50
年
間
の
利
用
を
想
定
し
、
約
3
7

0
0
億
円
の
効
果
が
あ
る
も
の
と
試
算

さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
八
本
松
町

の
溝
迫
交
差
点
か
ら
広
島
市
の
仁
保

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
区
間
が
、
朝
夕
の

ピ
ー
ク
時
間
帯
で
、
最
大
約
30
分
間
の

短
縮
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
走
行
時
間

短
縮
に
よ
り
物
流
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、

大
き
な
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の

条
例
改
正
に
つ
い
て
問
う

質　

問

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
に
対
す
る
受
益

者
負
担
が
、
市
民
に
と
っ
て
非
常
に
高

額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
受
益
者
間
の
調

整
が
困
難
で
、
や
む
を
得
ず
申
請
を
断

念
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
。
市
議
会
に
お
い
て
も
改
正
を
求
め

る
請
願
を
採
択
し
た
。
検
討
を
進
め
て

い
る
と
思
う
が
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　

弁
／
中
谷
建
設
部
長

　

本
市
で
は
急
傾
斜
地
の
危
険
箇
所
が

多
く
、
よ
り
早
期
に
市
民
の
安
全
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
の
み
な
ら
ず
、「
小
規
模

崩
壊
地
復
旧
事
業
」
や
「
が
け
地
近
接

等
危
険
住
宅
移
転
事
業
」
な
ど
、
他
事

業
の
制
度
見
直
し
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
こ
う
し
た
「
選
択
肢
の
拡

大
」
や
本
市
の
危
険
箇
所
の
状
況
に
応

じ
た
最
適
な
対
策
を
推
進
す
る
視
点
か

ら
、
関
連
す
る
制
度
を
含
め
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

広
島
県
水
道
企
業
団
設
立

に
つ
い
て
問
う

質　

問

　

安
全
安
心
な
水
の
安
定
供
給
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
技
術

職
員
の
人
材
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ

り
職
員
配
置
基
準
な
ど
を
作
成
し
計
画

的
な
人
事
配
置
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

　

ま
た
、
管
路
更
新
す
る
た
め
の
資
金

が
多
く
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
資
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
市
の
裁

量
を
維
持
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
問
う
。

答　

弁
／
中
村
水
道
局
長

　

企
業
団
で
は
、
令
和
5
年
4
月
の
事

業
開
始
時
に
は
、
県
や
市
町
か
ら
の
派

遣
職
員
に
よ
り
事
業
を
進
め
る
が
、
並

行
し
て
職
員
を
計
画
的
に
採
用
し
、
専

門
家
集
団
と
し
て
の
体
制
を
整
え
て
い

く
計
画
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。
本

市
の
水
道
事
業
を
着
実
に
進
め
ら
れ
る

体
制
及
び
適
正
配
置
と
な
る
よ
う
、
協

議
を
進
め
て
い
く
。
資
金
残
高
に
つ
い

て
は
、
原
資
が
水
道
使
用
者
負
担
の
料

金
で
あ
り
、
本
市
の
水
道
事
業
を
安
定

し
て
運
営
す
る
た
め
の
資
金
で
あ
る
た

め
、
他
の
使
途
に
使
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
企
業
団

の
事
業
計
画
素
案
で
は
、
県
市
町
の
事

業
ご
と
に
金
融
機
関
口
座
を
開
設
し
、

資
金
を
管
理
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

お
り
、
本
市
の
管
路
更
新
や
耐
震
化
事

業
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
の
財
源
と

し
て
、
活
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。東

広
島
市
観
光
総
合
戦
略

に
つ
い
て
問
う

質　

問

　

東
広
島
市
観
光
総
合
戦
略
は
、
観
光

振
興
に
よ
っ
て
地
域
経
済
の
発
展
、
定

住
人
口
の
増
加
を
図
り
、
本
市
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
策
定
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
観
光
総
合
戦
略
は
、

大
き
く
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
る
が
、
市
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
観
光
協
会
や
商
工
会
な
ど
、
地

域
の
団
体
等
と
連
携
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
観
光
再
開
へ
向
け
、
広
域
的

な
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
広
域
連
携
を
進
め
つ
つ
、
観
光
戦

略
の
あ
り
方
や
推
進
体
制
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。



市議会だより　2022.5page.13

代 表 質 問

第
五
次
東
広
島
市

総
合
計
画
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

①
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
に
描

か
れ
て
い
る
本
市
の
将
来
像
が
市
民
の

皆
様
に
充
分
理
解
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　

②
こ
の
総
合
計
画
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

計
画
と
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　

③
計
画
に
つ
い
て
市
長
の
政
治
的
な

（
市
の
舵
取
り
役
と
し
て
の
）メ
ッ
セ
ー

ジ
が
市
民
の
皆
様
に
充
分
に
伝
わ
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

④
計
画
推
進
に
当
た
っ
て
目
的
（
施

策
）
と
手
段
（
事
業
）
が
合
致
し
て
い

る
か
ど
う
か
の
検
証
及
び
各
事
業
の
見

直
し
判
断
の
作
業
は
庁
内
で
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　

⑤
令
和
4
年
度
の
重
点
施
策
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
地
域
別
計
画
で
、
も
っ
と

も
重
要
視
す
べ
き
こ
と
は
何
か
を
伺
う
。

　

⑥
感
染
症
対
策
に
お
け
る
地
域
の
司

令
塔
機
関
創
設
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

多
田
副
市
長

　

①
時
代
の
流
れ
も
あ
り
横
文
字
な
ど

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画につ
いて

代表質問の
動画はコチラ

の
新
し
い
用
語
が
計
画
中
に
や
む
を
得

ず
使
わ
れ
る
が
、
注
釈
を
つ
け
る
な
ど

工
夫
し
な
が
ら
出
来
る
だ
け
解
り
や
す

く
伝
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
将
来
像
の

共
有
の
た
め
に
は
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
と
す
る
様
々
な
立
場
の
方
々
の
ご
協

力
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、
コ
ロ

ナ
禍
で
開
催
出
来
て
い
な
い
が
、
様
々

な
機
会
を
設
け
意
見
交
換
す
る
こ
と
で

計
画
の
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

②
世
界
共
通
の
価
値
観
で
あ
る
※
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
こ
の
総
合
計
画
の
根

底
に
も
流
れ
て
い
る
。
人
類
の
幸
福
な

未
来
を
追
及
し
て
い
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
、
本
市
が
他
市
を
先
導
す
る

役
割
を
担
う
こ
と
を
子
ど
も
達
に
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
将
来
に
向
け
た

夢
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

③
総
合
計
画
の
将
来
像
は
抽
象
的
で

あ
る
た
め
、
出
来
る
だ
け
具
体
的
な
形

に
し
て
市
民
の
皆
様
に
お
見
せ
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た

め
事
業
の
取
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ
と

で
成
果
を
目
に
見
え
る
も
の
と
し
、
そ

の
こ
と
が
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
民

の
皆
様
に
お
示
し
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

　

④
特
に
政
策
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
よ
り
目
的
に
合

致
さ
せ
る
よ
う
改
善
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
政
策
形
成
過
程
や
※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
実
効
性
が
高

く
使
い
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
見
直

し
を
行
っ
て
い
る
。

　

⑤
支
所
・
出
張
所
の
機
能
強
化
を
行

い
、
よ
り
「
身
近
な
」
行
政
機
関
と
な

る
こ
と
で
地
域
ご
と
の
課
題
を
住
民
の

皆
様
と
共
有
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
最
も
重
視
し
て
い
く
。

　

⑥
「
感
染
症
対
策
室
」
を
新
設
し
、

専
任
の
職
員
を
配
置
す
る
。
ま
た
、
医

療
機
関
と
連
携
す
る
「
専
門
家
会
議
」

を
設
置
し
、
感
染
症
対
策
の
高
度
化
を

図
る
。
ま
た
、
大
学
及
び
消
防
部
門
と

連
携
し
感
染
拡
大
時
の
危
機
管
理
体
制

強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

※ＳＤＧｓ　　５ページをご参照ください。
　ＰＤＣＡサイクル　　  業務・品質管理の効率化を目指す手法で、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評

価）、Action（改善）の各頭文字を取ったもの。計画から改善までの１サイクルを
繰り返し、業務・品質の精度を高める。

会派所属議員
中川　修
落海　直哉

景山　浩
鈴木　利宏

改善
計画

実行
評価

東広島市の将来像（第五次東広島市総合計画より）

※令和４年４月現在
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代 表 質 問

中
心
市
街
地
活
用
に
お
け
る

都
市
活
力
の
創
出

質　

問

　

中
心
市
街
地
活
用
は
「
ま
ち
づ
く
り

活
動
や
子
育
て
・
福
祉
と
い
っ
た
既
存

ニ
ー
ズ
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
ニ
ー
ズ

に
も
対
応
す
る
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、

酒
蔵
地
区
の
景
観
形
成
や
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
跡
地
及
び
周
辺
公
有
地
活

用
基
本
計
画
の
策
定
を
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
上
で
ど

の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
ら
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

新
た
な
ニ
ー
ズ
・
考
え
方
と
し
て
、

複
合
的
な
商
業
施
設
で
は
な
く
、
居
心

地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
人
中

心
の
空
間
づ
く
り
に
資
す
る
ア
ー
ト
・

カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
・
マ
ル
シ
ェ

等
、
市
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
広

場
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
ま
た

公
共
機
能
は
市
役
所
本
庁
舎
北
側
敷
地

等
の
跡
地
周
辺
公
有
地
に
集
約
す
る
。

農
業
の
生
産
性
向
上
と

生
産
基
盤
の
維
持
に
つ
い
て

質　

問

　

新
年
度
予
算
で
は
、
集
落
法
人
設
立

や
兼
業
農
家
へ
の
支
援
、
ま
た
耕
作
放

棄
地
増
加
を
防
ぐ
た
め
の
農
地
の
適
正

利
用
や
、
営
農
基
盤
の
保
全
等
の
施
策

を
ど
の
よ
う
に
強
化
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

グ
ル
ー
プ
営
農
団
体
が
担
い
手
対
策

を
行
う
場
合
、
農
業
用
施
設
や
休
憩
施

設
等
の
支
援
を
行
う
。
兼
業
農
家
に
対

し
て
は
関
係
団
体
と
連
携
し
状
況
を
的

確
に
把
握
し
事
業
を
推
進
す
る
。
農
地

利
用
に
つ
い
て
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
所
有
者
に
今
後
の
意
向
調
査

を
行
い
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
に
よ
り
、

集
落
法
人
や
認
定
農
業
者
等
に
対
す
る

農
地
の
集
積
を
加
速
化
さ
せ
※
中
心
経

営
体
支
援
の
強
化
を
図
る
。

次
世
代
環
境
都
市
※

ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
！

質　

問

　

脱
炭
素
化
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
、
民
間
企
業
等
と
連
携

し
た
推
進
団
体
の
創
設
や
、
脱
炭
素
先

行
地
域
の
指
定
、
環
境
価
値
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
削

減
で
あ
る
※
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の

取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
弓
場
生
活
環
境
部
長

　

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
多
い
事
業
者
や
商

工
・
環
境
団
体
等
と
連
携
し
、
推
進
団

体
の
設
立
を
検
討
す
る
。
本
市
に
お
け

る
脱
炭
素
先
行
地
域
と
し
て
福
富
地
域

を
考
え
て
お
り
、
福
富
支
所
で
の
太
陽

光
設
備
等
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
等
の
導
入
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
自
家

消
費
分
や
市
有
林
の
間
伐
等
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
2
吸
収
量
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
削
減
を
目
指
し
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
取
組
み
を
推
進
す
る
。

八
本
松
の
複
合
施
設
整
備

状
況
に
つ
い
て

質　

問

　

八
本
松
の
複
合
施
設
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
市
民
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
の

把
握
等
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
惣
引
地
域
振
興
部
長

　

概
ね
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
八
本
松
駅

前
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
と
合
わ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
令
和
4
年
度
、

施
設
の
機
能
や
規
模
等
に
つ
い
て
地
域

と
協
議
を
進
め
、
敷
地
へ
の
施
設
配
置

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
め
、
順
次
、
設
計
、

造
成
工
事
、
建
築
工
事
を
進
め
、
令
和

9
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。
ニ
ー

ズ
把
握
の
進
め
方
と
し
て
は
、
住
民
自

治
協
議
会
か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、

検
討
、
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
整
備

案
の
調
整
、
熟
度
に
応
じ
て
、
地
域
住

民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

大
だいどう

道　博
ひ ろ お

夫
（創志会）

質問した項目
■新しい時代をリードする「や
さしい未来都市東広島」を誰
もが実感できるまちの実現に
ついて

■良好な市街地形成の推進につ
いて

■青少年の健やかな成長を支え
る環境の形成

代表質問の
動画はコチラ

会派所属議員
奥谷　求
大道　博夫

岡田　育三
玉川　雅彦

※中心経営体　　５年～10年後の農地利用を担う経営体
　ゼロカーボンシティ　　  脱炭素社会に向けて、2050年までにCO2（二酸化炭素）の排出を実質ゼロに

することを目指す地方自治体
　カーボンオフセット　　  日常生活や経済活動において排出されるCO2等の温室効果ガスについて、でき

るだけ減らすように努力をした上で、それでも排出される温室効果ガスについて、
他の場所での削減・吸収活動により埋め合わせるという考え方。

※令和４年４月現在
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代 表 質 問

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画

の
取
組
み
を
伺
う

質　

問

　

広
島
大
学
と
の
連
携
、
※
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ

＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ　

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
、
ア
リ

ゾ
ナ
州
立
大
学
の
設
置
に
よ
る
関
係
人

口
や
定
住
人
口
の
増
加
へ
の
期
待
と
、

人
材
の
流
入
に
伴
う
期
待
と
展
望
を
伺

う
。答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
と
広
島
大
学
は
、
昨
年
10
月

「
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ　

Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
」
を
設
置
し
、
本
市
が
掲
げ
る
将

来
都
市
像
で
あ
る
「
世
界
に
貢
献
す
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
の
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
、
広
島
大
学
の
優
れ
た
知
的

資
源
を
様
々
な
分
野
で
一
層
活
か
し
て

い
く
こ
と
で
国
内
外
か
ら
起
業
家
や
研

究
者
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
人
材
が

集
ま
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
大
学
院
が
本
年
8
月

か
ら
本
格
的
に
稼
働
す
る
な
ど
、
更
な

る
国
際
化
と
多
様
な
人
材
の
集
積
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
に

よ
り
、
ま
ち
自
体
の
魅
力
が
増
し
、
本

市
の
更
な
る
成
長
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
伺
う

質　

問

　

本
市
で
は
、
過
疎
と
過
密
の
変
化
が

顕
著
で
あ
り
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

発
展
を
遂
げ
た
地
域
と
他
の
周
辺
の
町

が
あ
る
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち

を
目
指
し
策
定
し
た
9
町
の
地
域
別
計

画
は
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い

と
い
う
※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
推
し
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
は
将
来
都
市
像
を
「
未
来
に
挑

戦
す
る
自
然
豊
か
な
国
際
学
術
研
究
都

市
」
と
し
て
お
り
、
魅
力
あ
る
仕
事
に

あ
ふ
れ
、
自
然
と
都
市
環
境
が
共
存
し
、

心
豊
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
民
が
こ
の
ま
ち
に
誇
り
を

持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
方
向
性

が
一
致
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
3
年
12
月
22
日
に
は
、
マ
ツ
ダ

株
式
会
社
と
株
式
会
社
博
報
堂
に
よ
る

生
活
価
値
創
造
に
関
す
る
連
携
協
定
を

締
結
し
、
令
和
4
年
度
か
ら
は
、
中
山

間
地
域
に
お
け
る
先
行
モ
デ
ル
の
形
成

に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
児
童
生
徒

の
学
び
の
保
障
に
つ
い
て

質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
す
る
中
で
、
学
級
閉
鎖
・
学
校
閉
鎖

に
伴
う
児
童
、
生
徒
の
学
び
の
保
障
と

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

児
童
、
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る
た

め
、
時
間
割
編
成
の
工
夫
、
長
期
休
業

期
間
の
見
直
し
、
学
校
行
事
や
学
習
活

動
の
重
点
化
、
※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
教
育
活
動

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
学

校
に
お
い
て
は
、
感
染
者
等
に
対
す
る

誤
解
や
偏
見
に
基
づ
く
差
別
を
行
わ
な

い
こ
と
や
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を

も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
心
身
に
不

安
を
感
じ
る
児
童
、
生
徒
が
い
る
場
合

に
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
り
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
家

庭
に
派
遣
す
る
な
ど
し
て
、
心
の
ケ
ア

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
引
き
続
き
、

児
童
、
生
徒
の
学
び
の
保
障
と
心
の
ケ

ア
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
対
応
し
て

い
く
。

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■令和４年度　新年度予算について
■本市の新型コロナウイルス感
染症対策・医療療養体制の強
化について

■社会保障／子ども政策につい
て伺う

■本市のデジタル田園都市国家
構想について

■防災・減災・復興・流域治水
について

代表質問の
動画はコチラ

※Town＆Gown Office　　東広島市と広島大学が学長直轄の組織として設置した、Town&Gownを統括する部署
　Town＆Gown　　５ページをご参照ください。
　ＳＤＧｓ　　５ページをご参照ください。
　ＩＣＴ　　11ページをご参照ください。

会派所属議員
加根　佳基 坂元百合子

※令和４年４月現在
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代 表 質 問

小
中
学
校
の
校
則
見
直
し

に
つ
い
て

質　

問

　

新
年
度
予
算
に
お
い
て
、
学
校
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
の

拡
充
な
ど
、
教
育
の
充
実
を
図
る
多
く

の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
校
舎

の
長
寿
命
化
や
大
規
模
改
修
、
特
別
教

室
へ
の
冷
房
の
整
備
な
ど
も
推
進
さ
れ
、

子
ど
も
の
学
習
環
境
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
の
環
境

整
備
と
同
様
に
、
校
則
な
ど
の
ソ
フ
ト

の
環
境
に
つ
い
て
も
、
学
校
生
活
を
送

る
上
で
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
年
度
か
ら
中
学
校
を
中
心
に
校
則

の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺

う
。

答　

弁
／
津
森
教
育
長

　

校
則
の
見
直
し
の
観
点
と
し
て
は
、

必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
に
お
い
て
校

則
を
制
定
す
る
こ
と
、
児
童
生
徒
が
主

体
的
に
考
え
る
機
会
を
設
定
す
る
こ
と
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
と
共
通
理
解
を
図

る
取
組
み
を
行
う
こ
と
な
ど
を
設
定
し

て
い
る
。

　

今
後
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
、
各
学
校
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の

実
情
、
保
護
者
の
考
え
方
、
地
域
の
実

情
等
を
踏
ま
え
、
校
則
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

子
育
て
関
連
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

質　

問

　

総
務
省
が
自
治
体
の
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
係
る
手
順
書
を
策
定

し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
特
に
国
民
の

利
便
性
向
上
に
資
す
る
手
続
き
と
し
て

子
育
て
関
係
手
続
き
も
示
さ
れ
て
お
り
、

重
要
度
の
高
い
施
策
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

新
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
子
育
て

支
援
施
設
の
申
込
み
を
は
じ
め
各
種
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
進
め
る
予
定
な
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

各
種
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
原
則
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
こ
と
と
し
、
※
市

民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
起
点
と
し
て
、

集
約
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

子
育
て
関
連
手
続
き
で
は
、
今
年
度

か
ら
保
育
所
入
所
申
込
を
オ
ン
ラ
イ
ン

化
し
た
が
、
令
和
4
年
度
か
ら
は
子
育

て
支
援
施
設
の
申
込
み
や
妊
娠
届
、
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
の
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の

利
用
を
開
始
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、

今
後
も
利
用
で
き
る
手
続
き
を
増
や
し

て
い
く
。

　

そ
の
他
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
、
合

わ
せ
て
400
の
手
続
き
を
令
和
4
年
度
内

に
順
次
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

農
業
の
担
い
手
の
支
援
に

つ
い
て

質　

問

　

本
市
は
、
グ
ル
ー
プ
営
農
団
体
の
支

援
や
兼
業
農
家
の
農
作
業
省
力
化
支
援

な
ど
、
集
落
農
業
の
育
成
・
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
新
規
法
人
の
設
立

は
進
ん
で
い
な
い
。
今
年
度
の
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
策
定
や
新
規
法
人
の
設
立

の
状
況
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
、
新
規
法

人
の
設
立
状
況
は
、
目
標
を
下
回
っ
て

い
る
。
国
の
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

交
付
金
の
単
価
が
減
少
し
、
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
小
さ
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
声
が
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体
と
な

る
方
へ
の
支
援
の
強
化
を
行
う
た
め
、

令
和
4
年
度
か
ら
交
付
金
に
単
市
で
上

乗
せ
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
策
定
や
集
落
法
人
の
設
立

に
向
け
、
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と
連

携
し
、
地
域
農
業
の
状
況
を
的
確
に
把

握
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（令和会）

質問した項目
■行政手続きのデジタル化につ
いて

■学校教育の充実について
■農業の担い手の支援について

など

代表質問の
動画はコチラ

会派所属議員
田坂　武文
牛尾　容子

鈴木　英士
※市民ポータルサイト　　  インターネットを利用して市民と市役所や学校をつなぎ情報共有や手続き等を行

う新たな行政サービスの窓口

※令和４年４月現在
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一 般 質 問

働
く
人
材
に
、
公
立
・
私
立

共
に
抜
本
引
き
上
げ
を

質　

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
介
護
現
場
で
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
深
刻
な
人
手
不
足
が
起
き

て
い
る
。
し
か
し
、
介
護
職
の
賃
金
は

全
産
業
の
平
均
と
比
べ
月
額
8
万
円
も

低
く
、
国
の
補
助
金
は
9
月
ま
で
で
あ

る
。
10
月
以
降
は
介
護
報
酬
に
付
け
替

え
ら
れ
、
国
民
に
新
た
な
負
担
を
強
い

る
。
介
護
職
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
上
田
健
康
福
祉
部
長

　

令
和
4
年
10
月
分
以
降
の
報
酬
改
定

に
要
す
る
経
費
は
国
・
県
・
市
、
被
保

険
者
及
び
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
お
い
て

賄
う
こ
と
と
な
る
。
今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
政
策
の

課
題
に
実
効
あ
る
対
応
を

質　

問

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
殺
・
困
窮
・
Ｄ
Ｖ
被

害
な
ど
が
増
大
し
、
と
り
わ
け
社
会
的

に
立
場
の
弱
い
女
性
へ
の
影
響
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
現
在
の
本
市
の
男
女
共

同
参
画
推
進
計
画
の
策
定
時
に
は
予
想

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
課
題
を
次
の
改
訂

時
に
反
映
さ
せ
て
、
実
効
性
の
あ
る
計

画
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
弓
場
生
活
環
境
部
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
が
長
期
化
す
る
中
で
、
深
刻
な
状
況

に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

時
々
の
状
況
変
化
に
応
じ
て
実
効
性
の

あ
る
取
組
み
が
打
ち
出
せ
る
よ
う
、
日

頃
か
ら
関
係
部
局
と
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

生
き
て
い
く
こ
と
が
困
難

な
人
が
安
心
で
き
る
社
会

質　

問

　

本
市
の
掲
げ
る
「
や
さ
し
い
未
来
都

市
」
と
は
ど
ん
な
都
市
像
か
伺
う
。

　

自
分
で
呼
吸
す
る
こ
と
す
ら
ま
ま
な

ら
な
い
重
度
の
障
害
児
を
何
故
生
か
せ

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う

議
論
が
あ
る
。「
生
き
て
い
な
く
て
も
い

い
存
在
」
と
い
う
線
引
き
を
ど
こ
か
で

し
て
し
ま
え
ば
、
い
ず
れ
、
自
分
も
そ

の
列
に
並
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
く
と

き
が
来
る
。
生
産
性
が
な
い
と
か
、
反

抗
的
で
あ
る
と
か
の
理
由
で
そ
う
な
る
。

人
間
と
い
う
も
の
は
、
重
い
障
害
を

持
っ
た
そ
の
子
と
自
分
は
並
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
に
気
付
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

生
き
る
こ
と
が
一
番
困
難
な
た
っ
た
一

人
の
人
を
助
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の

誰
も
が
安
心
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
繋
が
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
根
本
に
こ
の
よ
う
な

理
念
を
持
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要
だ
。

職
員
全
員
が
こ
の
理
念
を
腹
に
落
と
し

て
職
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
が
目
指
す
「
や
さ
し
い
未
来

都
市
」
は
、
全
て
の
人
が
性
別
、
国

籍
、
年
齢
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
多
様

性
」
や
、
多
種
多
様
な
人
が
互
い
の
考

え
方
の
違
い
や
個
性
を
受
け
入
れ
な
が

ら
、
と
も
に
成
長
す
る
「
包
摂
性
」
が

重
要
視
さ
れ
、
そ
こ
に
集
ま
る
多
様
な

人
々
は
、
お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
な

が
ら
、
自
ら
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
自

己
実
現
が
で
き
、
日
々
の
生
活
の
中
で

幸
福
感
を
得
る
こ
と
の
で
き
る「
ま
ち
」

を
思
い
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

一 般 質 問

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政倶楽部）

質問した項目
■第五次総合計画の掲げる「や
さしい未来都市」が目指す都
市像は？

一般質問の
動画はコチラ

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■令和４年度東広島市一般会計
予算案について

■ジェンダー平等政策について
■熱海市土石流事故の教訓を本
市に生かすことについて

一般質問の
動画はコチラ
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東広島市議会活動レポート

アグリ研究会（広島中央農業協同
組合との意見交換）
　農業の担い手確保の対策、収益性の高い農業
のしくみなどについて、調査研究を行っていま
す。
　農業施策について、コメについて、※スマー
ト農業について、後継者確保についてなど、広
島中央農業協同組合の方々と意見交換を行いま
した。

情報アクセシビリティ研究会
（外国籍の方との意見交換）
　市民が誰でも簡単に情報が取得できる情報発
信の在り方等について、調査研究を行っています。
　外国籍の方がどのように市から情報を入手さ
れているかなどについて、本市に留学されてい
る中国籍の方、小学生のお子さんを育てられて
いるインド国籍の方との意見交換を行いました。

グローカル経済研究会（一般社団法人　
ディスカバー東広島との意見交換）
　市内の※ステークホルダー連携による経済活
性化について、※アグリツーリズム及び※エコ
ツーリズムの実現について、市内事業者の国際
化推進について、調査研究を行っています。
　本市の観光振興に係る課題等について、一般
社団法人ディスカバー東広島の方々と意見交換
を行いました。

※スマート農業　　ロボットやインターネット技術・AI（人工知能）等を活用した次世代型の農業のこと。
　ステークホルダー　　企業などの組織が活動を行うことで影響を受ける利害関係者のこと。
　アグリツーリズム　　都市居住者などが農場や農村で休暇・余暇を過ごすこと。
　エコツーリズム　　  自然環境や歴史文化を体験しながら学ぶとともに、その保全にも責任を持つ

観光のあり方のこと。

消防団研究会（消防団との意見交換）
　消防団員の確保・処遇等について、調査研究
を行っています。
　消防団員が置かれている状況等について、率
直なご意見をお伺いするため、市内全域の消防
団員の方々に調査研究の中間報告を行い、その
後、意見交換を行いました。

政策研究会とは
　市議会基本条例の規定に基づき設置しており、市政に関する重要な政策等及び課題について調査研究を行い、調査研
究の結果を議会内で共有します。令和４年４月１日現在、以下の４つの政策研究会が結成されています。
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街の変化
 小

こばやかわ
早川　拓

たくや
也（八本松町）

地域の居場所
 上

うえみつ
満　弥

やよい
生（黒瀬町）

　16年前、長子誕生を機に転勤族を抜け出し

10年振りに東広島に帰ってきた。見知らぬ道

路、真新しい店舗、大学の中にも初見の施設

が建っていて隔世の感があった。そして、子

供達が学校に通っている間に校舎は建て替わ

り、グラウンドも新しくなり、絵本の原画展

に通った美術館は移転していった。区画整理

や交差点立体化、道の駅新設といったハード

面の変化は、これから故郷に戻ってくる人達

に同じ様な印象を与えるのだろう。

　一方、いつの間にか関わりが深くなっていっ

た自治協やPTAといったソフト面での活動は、

新型コロナの影響で停滞している。

　国や自治体でなければ出来ない大きな施策

もあるが、自ら出来る小さなことを気負わず

進める事も、これから重要になるのだろう。

　コロナ禍により、自宅でのこども食堂を休

止して丸二年。狭い部屋で多くの子ども達が

会食し、戯れ合う姿を懐かしく思います。

　学校や子ども会の行事も縮小され、思うよ

うに友達との関わりができないでいる子ども

達の成長が気になるところです。

　現在のように制限の多い中でも施設の広い

食堂を御提供いただき、地域食堂を開催でき

るのはとても有難く、また大学生や地域の方

の協力や多くの方々のご支援に深く感謝して

おります。

　「誰でもおいで～」と手を広げて子ども達を

迎え入れ、元気で賑やかな声を自宅で聞ける

日が待ち遠しいです。

　誰もが安らげる居場所が多くの地域にでき

たらいいな。

令和4年第2回定例会の日程

東広島市議会

6月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

本会議
（初日）

常任委員会（議案審査）

12 13 14 15 16 17 18

本会議（一般質問）

19 20 21 22 23 24 25

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

26 27 28 29 30

耳マーク

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　東広島市議会では、新型コロナウイルス感染症の予防及び感染拡大防止のため、本会議及び委員会等の傍聴につ
いては、当面の間、自粛をお願いしています。今後、対応について変更があればホームページでお知らせします。
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指の消毒、マスクの着用、
咳エチケットなどを徹底していただくとともに、他の傍聴者との間隔を空けて座っていただきますので、ご理解と
ご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■委員会等の中継映像
　本会議の様子はインターネット（YouTube）で生配信し、KAMONケーブルテレビで録画映像を放送
しています。また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネット（YouTube）で生配信してい
ます。市議会ホームページからアクセスできますので、ご利用ください。
　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。
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■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

板
いたなべやま

鍋山からの眺望（豊栄町）

新しくなった展望台
　豊栄町のシンボル板鍋山に展望台が完成しました。よく晴れた日には
瀬戸内海や四国まで眺望が広がります。北は中国山地の山々が連なり、
360度のパノラマが楽しめます。地元にとって愛着の深い山で、住民の
協力で頂上付近や山道の手入れがされ、毎年、板鍋山登山マラソン大会や
自転車レースの板鍋山ヒルクライムなどのイベントも、地元住民が主体と
なって開催しています。

市
議
会
活
動
に
関
心
を

　
「
目
に
は
青
葉　

山
ほ
と
と
ぎ

す　

初
鰹
」
山
口
素
堂
の
俳
句
の

よ
う
な
心
弾
む
季
節
で
す
が
、
2

年
以
上
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

地
域
の
絆
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
2
、
3
月
に
令
和

4
年
度
予
算
審
査
が
慎
重
か
つ
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
施
策
を
最
優
先

に
掲
げ
、
災
害
対
策
、
保
育
の
充
実
、

大
学
連
携
な
ど
充
実
し
た
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
紙
に
お
い

て
、
代
表
質
問
で
の
質
疑
、
課
題

解
決
の
た
め
の
政
策
研
究
会
活
動

な
ど
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
広
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委
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佳
代
子


